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【算数科共通研究主題】 
数学的な考え方を育てる指導の工夫 
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【概 要】 

 算数科の目標は、数量や図形についての算数的活動を通して、基礎的な知識と技能を身

に付け、日常の事象について見通しをもち、筋道を立てて考える能力を育てるとともに、

活動の楽しさや数理的な処理のよさに気付き、進んで生活に生かそうとする態度を育てる

ことである。この目標を達成するためには、問題解決の過程において数学的な考え方の育

成を一層重視する必要があると考え、表記の共通主題を設定した。 
 各分科会は、数学的な考え方を分析するとともに、児童の実態等を踏まえ、それぞれの

分科会研究主題を設定した。そして、次の視点から数学的な考え方を育てる指導と評価に

ついて実践的に追究することとした。 
 
少人数等分科会・・・ 
 
 

課題把握や見通しの場面で有効な考え方や技能及びその系統など

を明らかにし、活用した考え方や技能のよさを価値付ける指導を計

画的に行うことを通して、新たな問題に出合ったときに働く直観力

を育てる指導の工夫 
３・４年分科会・・・ 
 
 

単位の考え及びその系統性を明らかにし、単位の考えを意識した学

習活動を取り入れることで、問題解決する力を高めるための指導の

工夫 
５年分科会・・・・・ 
 
 

根拠を明らかにして分かったことを説明し、それが正しいかどうか

を確かめ、一般性を求めようとする態度など演繹的な考えの基礎を

培う指導の工夫 
６年分科会・・・・・ 
 
 

多様な考えを関連付ける指導のねらいを明らかにし、学習過程や発

問を工夫することによって、発表・検討場面における関連付けて考

える力の育成 



課題把握や見通しの際に働く直観力の育成（少人数等分科会） 

 
Ⅰ 主題設定の理由 
  今日の社会的な課題の一つに「思考力・判断力の育成」がある。平成１４年に教育庁が実

施した教育モニターアンケートの結果や平成１５年に経済同友会が実施した企業の教育・人

材に関するアンケート調査の結果からは、思考力や判断力を育成することの必要性が読み取

れる。また、現行の学習指導要領のねらいである「生きる力」の育成の中でも思考力や判断

力が取り上げられている。一方、平成１３年度小中学校教育課程実施状況調査によると、「思

考・判断」について評価する問題では、通過率が設定通過率を下回るものが多く、児童・生

徒の実態は十分ではないと考えられる。 
算数科において、思考力・判断力を育成していくためには、課題を把握し見通しをもち筋

道立てて考えていく問題解決的な学習を進める必要がある。その過程では、直観力や論理的

な思考力が重要な働きをすると考えられる。例えば、考察の対象を柔軟にとらえるときや問

題の構造や規則性を見抜くときには直観力が働き、明確な根拠を示しながら考えを進めてい

くときには論理的な思考力が働く。その重要さから、これまでにも、直観力や論理的な思考

力の育成を踏まえた指導は、実践されてきている。しかし、児童の実態は十分ではなく、中

には、課題に対しての見通しが全くもてなかったり、なかなか構造が見抜けず誤った見通し

のもと思考を進めて行き詰まってしまったり、解決の根拠を問われると答えられなかったり

する姿も見られる。 
そこで、本分科会では問題解決的な学習の「課題把握」「見通し」の場面に着目し、児童が

「こうすれば解決できる」、ということを考えつくときに働く「直観力」に焦点を当てて研究

を進めることにした。「直観力」を育成することにより、児童が問題解決の際に、自ら判断し、

思考を進めて解決することができるようになることが期待できる。またそのことは、数学的

な考え方を育てることにもつながると考え、本主題を設定した。 
 

Ⅱ 研究のねらい 
・直観力と論理的な思考力の関係を明らかにする。 
・直観力を働かせて見通しをもつときの助けになる技能を整理し、資料化する。 
・直観力を育成する指導の工夫を盛り込んだ学習モデルを作成する。 
 

Ⅲ 研究の仮説 

 

 課題把握や見通しの場面で有効な考え方や技能及びその系統などを明らかにし、活用
した考え方や技能のよさを価値付ける指導を計画的に行うことによって、新たな問題に

出合ったときに働く直観力が育っていくだろう。 
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Ⅳ 研究の内容 
１ 「直観力」について 

(1) 本分科会の考える直観力 

 
 
 
                       
  
 

〈広辞苑〉 
一般に、判断・推理などの思惟作用の結果ではなく、精神が対象を直接に知的に把握する

作用。 
〈算数教育指導用語辞典〉 
   本来「見る」ことに発し分析的な考察、推論を加えることなく、比較的短時間に対象の全
体や本質を直接把握する力、及びそのようにして把握されたものを意味する。 

〈小学校学習指導要領解説算数編〉 

論理的な思考力を育てるために重視したい直観力として 

・考察の対象を柔軟にとらえる際に働く直観力 
・問題の構造や規則性などを見抜く際に働く直観力 

これらを踏まえ、本分科会では直観力を以下のように定義した。 
 

比較的短時間に課題の全体や本質を直接把握する力  

具体的には…  
よう」３の計算のしかたを考

5

4
「 え÷

 
児童の姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目指す 

児童の姿 

・分からない。 
・演算を間違えて決定し
ている。 

 
・小数に直す。 
・面積図をかく。 

 
 
・両方の数に５をかければ
分母がとれるから整数に
なって計算できる。 
・４／５の分母と分子に３
をかけたら分子の計算が
できる。 

・見通しはもてたが、答え
を見つけられない。 
・見通しをもち、答えを見
つけたが、一般性がない。 

・見通しがもてない。 
・まちがえた見通しをもっ
ている。 

・短時間のうちに一般性の
ある見通しをもち、答え
を見つけた。 

という課題に対する見通しの記述

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 直観力の評価 

直観力とは、比較的短時間に課題の全体や本質を直接把握する力であり、それは児童の頭

の中で行われるため把握しにくいものである。そこで、児童が見通しを記述したり、発表し

たりする活動を学習過程に位置付けることで、教師が把握しやすいようにした。その記述等

から、上記の児童の姿の中のどの段階にあるのかを評価し、小集団指導等における指導に役

立てる。 

(3) 直観力と論理的な思考力の関係 

清水静海氏は、自らが監修した「新学習指導要領 算数科のキーワード１ 論理的な思考

力や直観力を育てる」（明治図書出版）の中で「直観は思考を進めていくときその前途を照ら

してくれる光であり、論理はこの思考の正しいことを保証してくれるものである。」「また、
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直観は、論理の裏づけによって一層洗練され、より高い直観になるともいわれている。」と述

べている。その内容から、直観力と論理的な思考力は、互いが支え合い高め合うような関係

にあり、どちらも大切なものであるということが分かる。 

以上の関係を、本分科会が研究の対象とする「課題把握」「見通し」の場面に限定してとら

え直すと、「直観がその後の論理的な思考の方向を定める」という関係であるといえる。 

(4) 課題把握や見通しの場面で働く考え方の具体例 

片桐重男氏が著書「算数教育の新しい体系と課題１ 数学的な考え方を育てるねらいと評

価」（明治図書出版）の中で「直観は、論理的に考えていったものが、これを繰り返すことに

よって、瞬間的に判断できるようになったものと考えられる。」と述べている。 

課題把握や見通しの場面で働く考え方の具体例

・分かっていることと分からないことをはっきりさせる
・簡単な数にする
・問題の要素の関係を絵や図、式、記号などに表す
・似ている問題はないか考える
・問題を分けて考える
・条件を限定して特別な場合を考える
・決まりがあるか考える
・１に当たる大きさに着目する
・既習事項に関連付けて考える
・どの方法が使えそうか考える
・結果がどのくらいになりそうか考える

本分科会では、このことを参考 

にし、課題把握や見通しの場面に 

おいて行っている論理的な思考を 

右の表にまとめた。つまずきのあ 

る児童には、これらの考え方がで 

きるよう助言し、直観力の育成を 

図っていく。 

 

２ 直観力を育成するための工夫 

(1) 直観力を働かせて見通しをもつときの助けになる技能 

下の表にある技能は、直観力を働かせて見通しをもつときの助けになると考える。したが

って、各学年の学習を通して、これらの技能を十分使いこなせるよう系統的に指導を行うこ

とが必要である。その際には、重点的に指導する学年及び学習内容を明らかにして、意図的・

計画的な指導を行うとともに、その維持・向上を図るための継続的な指導を行うことが大切

である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 
       ６年
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る
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理
す
る

数
直
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で
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線
分
図
で
表
す

1年 ○ ○ ○ ○

２年 ○ ○ ○ ○

３年 ○ ○

４年 ○ ○

５年

数と計算 量と測定 図形 数量関係

○ 重点的に指導する学年     問題解決の中で活用を図る学年 
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(2) 直観力を育成するための指導の工夫を盛り込んだ学習モデル 

 
 
 

学

習 
過

程 

指導の工夫を盛り込んだ指導例 
第４学年「面積」（５／９） 

課 
題 
把 
握 
 

 
見 
通 
し 
 

 

 
 
自 
 
力 
 
解 
 
決 
 
 
 
 
発 
表 
・ 
検 
討 
 

ま 
と 
め 

     
 
 
 
○どのようにしたら求められるかをワー
の見通しをかく欄にかき、必要な長さ
面積を求めましょう。 
・分けて２個の長方形の面積を求めてた
・分けて３個の長方形の面積を求めてた
・左上をあるものとして考える。③ 
・１cm2が何個かを数える。④ 
・分からない。 
 
 
 
 
 
 
 
①          ①′ 
 
 
 
   ４×５＝２０     ３×８＝
   ７×８＝５６    ４×１３＝
２０＋５６＝７６   ２４＋５２＝

 
②          ③ 
                  
                  
 
   ５×４＝２０     ５＋８＝
   ３×８＝２４    １３×７＝
４×８＝３２     ３×５＝

２０＋２４＋３２＝７６  ９１－１５＝
                 
④             
         
         ７６cm2 
    

 
○見通しとその見通しにしようと思った
面積の求め方を発表しましょう。 
 
 
 

・①長方形の面積ならできるから、分け

うと思いました。～略～  

・③長方形の面積ならできるからあるも

考えて、あとからそこをひいて求めよ

ました。～略～  

・④面積は１cm2がいくつ並ぶかだったか

横が 1cm のマス目をかき、数えました
 
○今日の学習を振り返り、よい考え方や
役立ちそうな考えをカードに書きまし
○学習感想に、自分の見通しがよかった
を振り返って書きましょう。 
 
 

右の図形の面積を 
求めましょう。 

小集団指導 
・面積は何を並べて考えましたか。 
・どんな形の面積なら求められますか
・知っている形に分けられませんか。

根拠と見通しを明らかにした発

見通しの振

４  

見通

1

8  児童が、自分の考えた見通しを記述でき
cm
  

クシー
を測っ

す。①
す。②

２４ 
５２ 
７６ 

   
   

１３ 
９１ 
１５ 
７６ 

わけと

て求め

のとし

うと思

ら、縦

。～略

これか
ょう。
かどう

。 
 

表 

り返

しの記

 

７  
るようにワークシートを工夫したり、ノー
cm
  トの使い方を指導したりする。見通しを記
cm
述することは、問題解決後に自分の考えを
3cm
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ト
て、

 
 

 
 

、 

よ

て

い

と

～ 

ら
 
か

り 

児童にはよい考え方やこれから役に

立ちそうな考え方をカードに記入する

ことや、いつでも見られるように保管す

ることを指導する。このカードは、新た

な問題解決的な学習で、見通しがもてな

いときなどに、既習の学習を振り返るた

めの有効な手がかりとなる。また、学習

感想の中で自分の考えた見通しが問題

解決に有効だったかどうかを振り返り、

自己評価する場面を設定する。これを繰

り返し行うことで、よりよい見通しをも

とうとする態度の育成につながる。これ

らのことは、新たな問題解決の際の直観

力につながるので、習慣になるよう指導

する。 

児童には、各自が解決した筋道だけでな

く、解決しようとした根拠と見通しをあわ

せて発表するように指導する。このことに

より、その解決をした児童がどのように構

造を把握し、どんな根拠と見通しを基にし

ているかが明確になる。この点について比

較・検討し、よい考えを価値付けていく（左

表の下線）。このことは、その児童に次の

意欲を育てるとともに、他の児童には次の

新たな問題解決の際の直観力につながる。 

述 

見直したり、客観的に振り返ったりするな

ど、その後の問題解決の各場面において有

効に働く。また、次の新たな問題解決の際

の直観力につながるため、習慣化させてい

く。 

見通しをもつことが十分ではない児童

を対象に、小集団指導を行う。ここでは、

発問の工夫で指導の段階を細かくしたり、

解決方法についての見通しを例示したり

して、論理的な思考力を育てていく。この

ことにより、問題を解決する際の思考の進

め方を身に付けることができ、直観力の育

成にもつながる。 
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・かけ算のきまりを使う 

分子が３でわれるように、分母

と分子に３をかける。 

 

35
3343

5
4

÷
×÷

=÷  

     

35
4
×

=  

     

15
4

=  

 だから  ㎡   

・図で表す 

１㎡のうち３�で ㎡ぬれるから 

１�だったらその ㎡ぬれる。 

1 つ分が   でそれが 4 個分 

だから  ㎡に 

なる。 

 

 

 

      

   

   

   

   
������
 

����
 

�����
 

・数直線で表す 

０   □       

｜   ｜       ｜ ㎡ 

｜   ｜   ｜   ｜ � 

０   １       ３ 

数直線から考えると式は 

      になる。 

 

・図を使って考える 

 
発 
表 
・ 
検 
討 

○自分の見通しと理由、解決の過程を発表しましょう。

・答えが分かりやすい図を使って答えを求めました。

・分数を整数にすれば簡単に計算できると考えて、 

わり算のきまりを使って答えを求めました。 
 
○よりよい考え方はどれですか。 

・小数に直すでは、わりきれないときがあるからいつで

・かけ算やわり算のきまりを使うといつでも、どんな分

ま 
と 
め 

○自分のもった見通しを振り返り、学習感想を書きまし

○今日の学習で使えそうな考えをアイディアカードに書
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35
1
×

15
4

5

 
35

1
×

5
4

＊いつでも使える方
うか考えるよう助言

m 

１  

15
4

(3) ノートの記述内容からの評価 

・自分で考えた見通しを基に計算の仕方を考えてい

・計算処理を正しく行っている。（表・処） 

 

Ⅵ 成果と課題 

＜成果＞ 

・直観力と論理的な思考力の関係を明らかにするこ

を定める役割をもっていることが分かった。 

・課題把握や見通しにかかわる考え方や技能を整理

業構成や具体的な手だてが明らかになった。 

・直観力を育成する学習モデルを基に実践を重ねた

性のある見通しを記す児童が増えてきた。このこ

を育成する上で有効であることが分かった。 

＜課題＞ 

・課題把握や見通しの際に働く直観力のより的確な

・課題把握や見通しの際に働く直観力を、直接的に

・問題解決学習の他の場面で働く直観力の育成につ

－６－ 
m

１

     

         などへ導く。 

 
    根拠と見通しを明らかにした発表 

もは使えないね。 

数でも計算できるね。 

ょう。      見通しの振り返り 

きましょう。 

法かど
する。 

＊「わたしは、○○と考えてやりま

した。理由は～だからです。まず

…。そして…。結果は～となりま

した。」という発表をする。 

る。（考） 

とで、直観がその後の論理的思考の方向

したことで、直観力を育成する上での授

ことで、ノート等の記述に短時間で一般

とから、作成した学習モデルは、直観力

評価の方法や場面を探る。 

育成する方法を追究する。 

いても研究を広げていく。 



単位の考えを活用して問題解決する力を高める指導の工夫（３・４年分科会） 

 

Ⅰ 主題設定の理由 

学習指導要領は、「生きる力」の育成を目指すとともに、「自ら学び、自ら考える力を育

成すること」等をねらいとしている。これを受けて算数科では、基礎的な知識と技能を身に

付けることや見通しをもち筋道を立てて考える能力を育てること等を、目標としている。 
このようなねらいは旧学習指導要領にもある。そのねらいに照らした学習の実現状況を把

握する目的で行われた平成１３年度小中学校教育課程実施状況調査によると、計算の技能に

比べ、計算の意味理解と計算の仕方の思考・判断にかかわる問題で、通過率が設定通過率を

下回るものが多いという結果がみられた。また、問題場面の数量の関係を式に表したり、式

が表している考え方を説明したりする力が弱いという結果もみられた。 
実際に、授業における児童の様子からも上記のような実態がうかがえる。例えば、２位数

×２位数の計算で、十の位の部分積の大きさを意識せずに計算していたり、全体量と基準量

を問題の中から読み取れなかったりするという傾向がそれにあたる。この傾向の原因として

は、数の構成を理解したり、問題場面の数量の関係をとらえたりする力が弱いことが考えら

れる。これに加えて、高学年では、低・中学年に比べて、数の範囲が広がったり、問題構造

が複雑になったりすることが、解決方法の発見をますます困難にしていると考えられる。 
以上のような調査結果や児童の実態から、本分科会では、数の構成を理解したり、問題場

面の数量の関係をとらえたりする力を育てることが必要だと考えた。そこで、「何かを１(単
位)と見る」という見方や「そのいくつ分か」という考え方を活用できるようにすることを目
指し、本研究主題を設定した。 
Ⅱ 研究のねらい 

単位の考えにかかわる学習内容の系統性を明らかにし、資料化する。そして、児童が単位

の考えを活用できるように系統性を意識した指導の工夫を提案する。 
Ⅲ 研究の仮説 

単位の考えの系統性を意識して指導するとともに、操作や図を用いた表現など単位の大き

さや関係をイメージできる活動を取り入れることにより、児童が問題を解決する力を育てる

ことができるであろう。 
Ⅳ 研究の内容 

１ 単位の考え 

片桐重男氏によると、「単位の考え」は構成要素（単位）の大きさや関係に着目する考えと

されている。この単位の考えは、特に数と計算、量と測定の領域において広く活用されてお

り、数のしくみや大小関係、測定、計算を学習する際に重要な考えである。 
＜単位の考え＞ 

 
単位の大きさに着目する。 
『何が１（単位）か？』と考える。 

 
単位と単位の関係に着目する。 

活
用
例 

・十進位取り記数法では、１０のまとまりごとに
新しい単位を決めていく。 
・相対的に数をとらえる。５００を、１０を単位
として５０とみる。１００を単位として５とみ
る。 
・分数の場合でも、単位分数を単位としてみる。 
・量を測るとき単位の大きさを決める。 
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また、「ある大きさのいくつ分」を考えるという点でとらえたとき、乗除の計算場面におい

ても、単位の考えが働いていると考えられる。そこで本分科会では、以下の計算場面につい

てもあわせて研究していくこととした。 

＜単位の考えの活用場面＞ 
単位の大きさとその個数及び全体と
の関係をとらえる 

活
用
例 

・乗除についての計算  
（単位の大きさ）×（単位のいくつ分）＝（全体の量） 
（全体の量）÷（単位の大きさ）＝（単位のいくつ分） 

２ 単位の考えを活用する学習内容についての系統と主な流れ 

学習内容の関連を系統表にまとめ、その中から主な流れを抽出した。また、それぞれの関

連を類別し、記号で示した。 

○主な流れ 

 
 
十

進

数 

 

①０から２０までの整数（１年） 
・２，４，６，･･･と２ずつ数えたり、５，１０，１５，･･･と５ずつ数えたりする活動
を取り入れる。 
・「１０とあと８で１８」など１０を意識できるようにする。 
②１００までの整数（１年） 
・１０，２０，３０，･･･と数え方を工夫する。 
③千、万、億、兆の単位（２・３・４年） 
・４年の億･兆の単位の学習で、十進位取り記数法で表されている整数をまとめる。 
④記数法の理解（５年） 
・「小数」の記数法（４年）と整数を合わせて、共に十進数としてまとめる。 
＜単位の考えを身に付けさせるよさ＞ 
これらの数の仕組みを理解し、１０や１００などを単位としてみることで、数の相対
的な大きさをとらえることができる。それは、数に対する感覚を豊かにすることにつな
がるとともに、数の能率的な処理に役立つ。 

 

 

割

合

の

考

え

と

関

数

の

考

え 

①乗法の学習（２・３年） 
・乗法の意味を考えることで、もとにする量のいくつ分というとらえ方が身に付き、割
合の考えの素地を養うことになる。 
・乗数が１ずつ増減したときの積の変化に着目することで、関数的な見方を育て、関数
の考えの素地を養う。 
②数量関係（４・５・６年） 
・関数の考えの素地をもとに、２つの数量の関係の決まりを見付けたり、グラフをよん
だりかいたりし、変化の大きさをとらえられるようにする。（４年） 
・４年の面積の学習において、公式によって２つの数量関係を表せることの理解を図る。
これらは５年の学習の中で△や□を用いた式で表すなどの活動へとつながり、６年の
比例によってまとめられる。 
④百分率（５年） 
・割合の考えから、もとにする量を１００にした場合の表し方を学習する。 
⑤分数の乗法、除法（６年） 
・乗法の意味を「１つの量を基準として、それに対する割合から、その割合にあたる大
きさを考える」として拡張する。また、除法をその逆の演算としてとらえることで、
割合や、割合にあたる大きさの求め方について統合する。さらに、割合を表すもう１
つの方法として比を学習し、割合を表す２つの方法として関連付けて理解できるよう
にする。 
＜単位の考えを身に付けさせるよさ＞ 
「何かを１と見る」ことや「そのいくつ分」を考えることを繰り返し指導することは、
２つの数量を関係付けて考える力や問題構造を把握する力を育てることにつながる。 

 

量

の

単

位 

①長さ、かさ、重さ、角（２・３・４年） 
・任意単位→普遍単位・基本単位→補助単位という流れで学習していく。 
②組立単位（４・５・６年） 
・学習の流れは、普遍単位である長さから、組立単位である面積、体積と進んでいく。 
③異種の二つの量の割合（６年） 
・異なる単位の組立単位として位置付けることができる。 
＜単位の考えを身に付けさせるよさ＞ 
ここでは、基本となる単位のいくつ分かで量を数値化する学習を同じ手順で積み重ね
る。そうすることにより、児童はそれまで別々のものとしてとらえていた学習内容のつ
ながりに気付き、測定の意味の理解を深めることができるようになる。 
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○Ａ拡張 ○Ｂ統合 ○Ｃ活用 ○Ｄ発展  系統表 
      1 年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

「約数、倍数」A(1) 「奇数、偶数」A(1) 「億・兆の単位」A(1) 「万の単位」A(1) 
「４位数」「十進位取り記数法」A(1) ・単位の大きさを変えて、整数Nを 

a×bに分解 
 整数の類別 ・１０ｎを単位として構成 ・隣接する位を１０倍、１/10の関係を

もとに、１０ｎを単位として数を構成 「１００までの数」A(1)(3) ・１，１０，１００，1000 を単
位として、そのいくつ分で数を構成 

・4 桁ごとに「万、 億、兆」の単
位を取り入れる 

Ａ Ｂ ・ものの個数。 Ａ Ａ 
・万より大きい位は、万を単位とし
て十万、百万、千万のように、一、
十、百、千をそのまま用いて表す 

「記数法の理解」A(2) (4年「除法について成り立つ性質」より) ・2，５，１０を単位として数を構成 ・十、百などを単位として、数の大
きさをとらえる 10ｎ、10-ｎを単位として、単位間の関

係や数の相対的な大きさを表現 十
進
数
・
分
数
と
そ
の
計
算 

Ａ Ａ 

「異分母の分数の加法、減法」A(2) 「小数」A(4) Ｃ 
Ｃ 「1/10 の位までの小数の乗法お

よび除法」A(３) 
・端数を構成する単位分数の大きさの違
いに着目して、単位分数をつくり直した
り組み合わせたりして分数を構成する 

・１を 10 等分して、新しい単位
0.1を作る Ｃ 

・整数の計算を基にした拡張 ・相対的な大きさをとらえる 
Ａ ・余りの大きさについての理解 Ａ ・通分することで、単位分数のいく
つ分として計算する 

Ａ 
Ｃ 「２位数までの加法、減法」A(2) 「同分母の分数の加法及び減法」A(4) Ａ 「３位数の加法、減法」A(2) 「1位数と１位数との加法、減法」A(2) 「1/10の位までの小数の加法、減法」A(4) ・繰り上がり・繰り下がり Ａ Ａ Ａ ・等しい分数 

「そろばん」A(5) 
５や１０を単位として数を構成 

「伴って変わる二つの数量の関係
の理解を深める」「比例」D(2)  
・ある量を単位として、その何倍か
で表す。 
・比例･･･いつでも割合が等しい 

「二つの数量の依存関係」D(1) 
・対応する数量があることに着目 

「折れ線グラフとそのよみ」D(1) 
一方の数量が増加するときの他方の
数量の変化 

「棒グラフのよみ方とそのかき方」
D(1) 

を中心 盛りを構成

「概数」A(2) 

「１位数と１位数との乗法」A(1)(3) 
・１つの数をほかの数の積としてみる 
・乗数が１ずつ増えたときの積の増え方 

・筆算形式 「分数の乗法、除法」A(3)  
Ｂ 

Ａ 「除数が１位数や２位数で被除数
が２位数や３位数の除法」A(３) 

・除法の結果としての分数の表し方
（＝ 商分数）を知り整数、小数、分
数を、単位をよみかえたりつくりか
えたりして自在に表現する 

「除法と商がともに１位数の除法」
A(４)

・分数を単位分数の何倍かを考えて
整数に置きかえ、整数の乗法に帰着
して積を求める 

Ａ 

「除法について成り立つ性質」A(３) Ｃ 
・数直線の１に当たる量を求めるた
めに、除数の単位分数の個数に着目
して（÷整数）商を求める 

Ａ ・単位分数の個数の加法、減法 「分数」A(5) 
・１をｎ等分した単位分数を作る Ｃ 

Ａ 「２位数や３位数に１位数をかけた
り、２位数に２位数をかけたりする乗
法」 

・単位分数のいくつ分でとらえる (6年「異分母の分数の加法、減法」へ) ・乗法、除法の意味の拡張･･･１つの量を
基準としてほかの量の割合を考える Ａ 

「乗法に関して成り立つ性質」A(3) 「和、差の見積り」A(５) 「積、商の見積り」A(4) 

「（ ）を用いた式」D(２) （1～４年の割合の考えの素地） 
Ｄ 一つの数量を表すのに（ ）を用いる 「平均」D(3) Ａ 数

量
関
係 

「百分率」D(2) 「比」D(1) 
・もとにする量を１００とみる ・A：Bで表す Ａ 
・割合の意味と用い方 ・もとにする大きさを自由に定める 

Ｄ Ｃ 

「資料の分類整理と円グラフ・帯 
グラフ」D(3) Ｂ 「公式の表現とそのよみ及び活用」D(2) 
・割合と目盛り ・面積の公式において、縦がｎで一

定のとき、横が１ずつ増えると面積
はｎずつ増える 

「簡単な式に表されている二つ
の数量の関係の考察」D(4) 

Ｂ 

「長さの単位；ｃｍ，ｍｍ，ｍ」B（１） 「長さの単位；ｋｍ」B（１） 「長さの比較」B（１） 
・普遍単位の必要性とその有用性 ・kｍはｍの単位を基にしてできる単位 「正方形や長方形の面積の求め方」B（１） ・適当なものの長さを単位（任意単位）

としてそのいくつ分かで長さを測定 （１ｋｍ＝1000ｍ） ・単位の関係の理解 Ａ Ａ ・正方形や長方形の面積は単位の大
きさとなる正方形を敷き詰め、その
個数を求める ↓ 

Ｃ ́
１ｃｍを１０に分けた１つが１ｍｍ ・必要に応じて、新しい単位を作る

という考え 
・長さを数値化する 

１ｃｍを１００集めると１ｍ 「異種の二つの量の割合」B（３） 
任
意
単
位
・
普
遍
単
位 

（２～４年の普遍単位の学習） ・単位がいくつ分あるかを数えるという
測定の考えでは数値化できない 

（縦に並ぶ単位の正方形の個数） Ａ ́
「かさの単位；ℓ，ｄℓ，mℓ」B（１） Ａ ́ ×（横に並ぶ単位の正方形の個数） 
・かさの場合にも、測定の四つの方
法（直接比較、間接比較、任意単位
による測定、普遍単位による測定）
を用いることができることを知る 

＝（単位の正方形の総数） 「三角形、平行四辺形、円の面積
の求め方」B（１） 

「体積の単位；ｃｍ3，〔ｍ３〕」B（２） 
・単位となる大きさの立体を埋め尽くし、
そのいくつ分かで体積を数値化 

Ｃ 

「面積の単位；ｃ㎡，〔㎡，ｋ㎡〕」B（１） ・問題場面に応じた器具の選択。 Ｃ 
・単位となる大きさの図形を隙間なく敷き
詰め、そのいくつ分かで面積を数値化 

Ａ ́・１ℓを10に分けた1つが、1ｄℓ Ｃ 

・1ℓを100０に分けた１つが１ｍℓ 「立方体や直方体の体積の求め方」B(2) 
・一辺が1cmのような長さの単位の大き
さになっている正方形を単位とすると、計
算が簡単にできる 

・立方体や直方体の体積は一辺が １
ｃｍの立方体を積み重ねて作ることが
でき、体積をその個数で表す 

「重さの単位；ｇ〔ｋｇ〕」B（１） 
・単位となる重さのいくつ分かで測定 ・面積の単位c㎡が長さの単位からできた

ものであることに着目 
・面積を求める場合と同様に、縦、横、
高さを測ることによって、計算で体積
を求める ↓ 

・1ｇが1000集まると1ｋｇ 

「時間の単位；日，時，分，秒」B（３） 「角の大きさの単位；度（°）」B（２） 
「時刻のよみ方」B（２） ・1日＝24時間 （縦に並ぶ単位の立方体の個数） 

×（横に並ぶ単位の立方体の個数） 
・回転の大きさを表す量として角をと
らえ、そうした大きさを測定する単位
として「度（°）」を用いる 

Ａ ・時計の目盛り ・1時間＝60分 
・1分＝60秒 ＝（単位の立方体の総数） 



○ 学習内容のつながりの類別 

 十進数・分数とその計算 数量関係 任意単位・普遍単位 
○Ａ拡張 数の範囲を拡大 もとにする量の多様化 

 
     
 

単位の拡張 
・任意単位→普遍単位 
・基本単位→補助単位 
・基本単位→組立単位（  ） 

○Ｂ統合 記数法のまとめ 関数の考えのまとめ 
割合の考えのまとめ 

 

十進数で表された数を
って計算をする 使

割合をグラフに表す 量を使って計算をする ○Ｃ活用 
 
組立単位を作るために割合を使う（   ） 

○Ｄ発展 素地指導をもとに関数の考えや割合の考えを身
に付けさせる。 
・関数的な見方→関数の考え 
・割合の素地 →割合の考え 

 

Ａ ́

Ｃ ́

３ 単位の考えを活用させるための指導の工夫 

(1) 単位の考えの系統性を意識した指導計画の工夫 

単元の学習内容と既習の学習内容の関連を考えるとき、知識・理解や表現・処理について

の関連は、学習指導要領に具体的に示されておりとらえやすい。しかし、数学的な考え方は

具体的な記述が少ないために、関連がとらえにくく意識的な指導がされづらい。児童が知識・

理解や数学的な考え方等の関連に気付き、問題解決に活用できるようにするために、レディ

ネステストを単元の指導計画に位置付ける。また、既習事項との関連について意識できるよ

うな発問・助言を、指導計画に位置付ける。 

(2) 単位の大きさとその数量のイメージを図る学習活動の工夫 

  何かを１と見たり、もとにする数量をとらえたりする（単位とみる）ために、下の①～③

のような方法で、児童が自ら表現できるように指導する。 

①操作的表現…数の構造や量の大きさの理解を深めるために有効 

器具を使って量を測る、おはじきで１０のまとまりをつくるなど、具体物を操作する活

動を取り入れることにより、単位となる大きさや、そのいくつ分とした全体量をとらえら

れるように指導する。系統性を意識した指導を行うには、児童が学習の関連を感じられる

ように、操作する具体物を統一したり、類似のものを用いたりするとよい。 

②図的表現（アレイ図、テープ図、線分図、面積図、数直線など)…問題場面の把握に有効 

   単位を長さや広さなど、視覚的にとらえられる量に置き換え、「ある単位のいくつ分」

を表現する活動を取り入れる。その表現を基に、数の相対的な大きさをとらえられるよう

に指導する。図的表現の指導は、学年の発達段階に応じて行う必要がある。場面把握が容

易なときにも、解決の過程を図によって説明させるなど、図を用いる場面を意図的に設定

する。このことにより、図を通して単位の大きさに着目しようとする態度を育てる。 

③言語的表現…考えの意味を確認したり、他の表現を補ったりすることに有効 

「何を１とみるか、そのいくつ分あるか」などを書き表したり、言い表したりするなど、

話し合い活動を通して単位の考えを共有できるよう指導する。自らの考えを言語で表現し

たり、逆に操作や図を説明したりするなど、より深く学習内容を理解するために用いる。 
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２．自分が一番よいと思った方法で、広さ比べを
する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．自分の考えを発表し、話し合う。 
Ｃ. 同じ形の四角形同士を重ねていったら、最後
に、小さい正方形が残ったので、(い)の陣地
のほうが広いと分かりました。 

Ｃ．形が違うから比べられないので、大きな正方
形や長方形を分けて考えました。 

Ｔ．どうやって分けたの。 
Ｃ．大きな正方形は小さい正方形 4 つ、長方形は
２つに分けて考えました。 
Ｔ．大きな正方形は小さい方の４枚分なんだね。 
Ｃ．全部数えて、正方形の数が多いほうが広いと
分かりました。 

Ｔ．（あ）の陣地と（い）の陣地はどちらがどれ
だけ広かったでしょう。 

Ｃ．一番小さな正方形で 1 枚分（い）の陣地が広
い。 

Ｔ．このクラスで一番広い陣地を取ったチャン 
ピオンを見つけます。どの方法で考えると、
全員の陣地を比べられるでしょう。 

 
Ｃ．自分の取った陣地を、みんなで決めた四角形
の何枚分かで数え、｢何の何枚分｣とワークシート
に書く。 
４．分かったことや、広さの比べ方でよいと思っ
たことなど、学習感想を書いて発表する。 

Ｃ．どれか四角形の大きさを決めて、その何枚分
で比べると、広さ比べができる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎重さやかさの比べ方と関連付けな
がら、広さの比べ方を考えようと
している。（ワークシート） 
★児童の説明にあわせて、ワークシ
ートに線などをかき込む。 
◇何を単位として考えたのか、意識
付けるような声かけをする。 
 
★長方形は小さい正方形の２枚分、
大きな正方形は４枚分となること
などを確認する。 
★数値化することのよさにつながる
ような発言を認め価値付ける。 
◎単位の大きさを決め、数値化して
広さの比べ方を考えている。 
 
◇ある形を１とみて、そのいくつ分
として、広さを数値化するよさを
感じるための活動とする。 
 
 
 
 
◎単位の大きさを決め、数値化して
比べるよさに気付いている。 
（発言・ワークシート） 
 

自
力
解
決 

★解決の見通しがもてない児童に
は、小集団指導を行う。 
①課題を確認する。 
②解決方法のイメージがもてるよ
うにする。 
③任意単位に着目するように助言
する。 
※見通しのもてた児童から自力解
決に入るよう指示する。 

《児童の反応》 
a） 陣取り表を切り取って、重ね合わせ、 
はみ出した部分を 
比べる。 
 
b）同じ形の四角形同士を消していき、残っ
た形を小さな正方形のいくつ分で比べる。 
c）一番小さい四角形のいくつ分かで考える。 

 

解
決
方
法
の
発
表
・
検
討 

 

Ⅵ 成果と課題 

＜成果＞ 
・単位の考えについての系統表を作成することで、単位の考えを活用する学習内容の関連が

明確になり、学習内容の関連を踏まえた指導を実践することができた。 
・単位の大きさとその数量をイメージできる学習活動を繰り返し行ったことにより、場面を

絵や線分図で表すことを通して問題の構造をとらえようとしたり、考えの説明に活用した

りする児童が増えた。 
＜課題＞ 
・更に実践を重ね、児童が単位をイメージできる具体的な手だてを追究していく。 
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（５年分科会）演繹的な考えの基礎を培う指導の工夫

Ⅰ 主題設定の理由

学習指導要領改訂のねらいの一つに「基礎・基本の確実な定着を図り、個性を生かす教

育を充実すること」が挙げられている。

算数科における基礎・基本には、知識や技能だけでなく、それらを習得する過程で育成が

図られる多面的にものを見る力や論理的に考える力などの数学的な考え方も含まれる。

小学校では、帰納的（いくつかの具体的な例に共通する一般的な事例を見いだす）に考え

たり、類推的（既習の内容との類似性に着目して、新しい事柄を見いだす）に考えたりしな

がら、学習内容の理解を図るとともに、その過程で数学的な考え方の育成を目指す授業が多

く行われている。

一方、演繹的な考えの育成に焦点を絞り、問題解決の結果や活用された考え方などが正し

いかどうかを、明確な根拠を基に説明するといった授業はあまり行われていなかった。その

理由として、小学校では演繹的な考えを育てる学習場面が明確ではないために、教師の意図

的な指導が行われにくいこと等が挙げられる。そのため、児童の「なぜ、そうなるのか」と

いう疑問や「はっきりとした理由が知りたい」という追究に対しては十分な指導が行われて

いなかったのではないかと考える。

これらのことから、本分科会ではこれまでの指導に加え、小学校の学習から演繹的な考え

を育てていくことも数学的な考えを育てる上で必要ではないかと考えた。そこで、本研究で

は、小学校における学習内容や指導の実態を踏まえ、小学校における演繹的な考えを「根拠

を明確にもって考えを進めようとする」などの考える態度も含めてとらえ、研究を進めるこ

とにした。

具体的には、小学校で演繹的な考えを用いる学習内容と場面を明確にするとともに、問題

解決に活用した既習事項を説明することや自らの考えが正しいかどうかを確かめること ど、「

んなときにも言えること 「どんなときにも使える方法」といった一般性にかかわる見方を」

することの３点を学習過程に位置付け、意図的に繰り返すことで演繹的な考えの基礎を培お

うと考えた。

Ⅱ 研究のねらい

・小学校の学習において、児童に身に付けさせる演繹的な考えの基礎を明確にする。

・演繹的な考えの基礎を培うための学習活動や期待される児童の姿、具体的な手だてを明確

にした学習過程を提案する。

Ⅲ 研究の仮説

以下のような授業を繰り返し行うことで、演繹的な考えの基礎が培われると考える。

・既習事項を、解決を行う上での明確な根拠としてとらえ、活用を図る。

・根拠を明らかにして、分かったことを説明する活動を学習過程に位置付ける。

・活用したり見いだしたりした考え方の一般性に気付く活動を学習過程に位置付ける。
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基になる 

 「どんなときにも言えることだろうか？」 

「どんなときにも使える方法だろうか？」 

一般性に気付く 

 
発展 

 皆
で
確
か
め
ら
れ
た
こ
と
は
児
童
に
と
っ
て
新
た
な
根
拠
と
な
る

（
知
識
・
理
解
、
技
能
、
考
え
方
）･  

 演繹的な考えを培う
用語 

Ⅳ 研究の内容

１ 「演繹的な考えの基礎」とは何か

定義や自明な性質（公理）を基に新たな性質を導き、これを検証するのが演繹である。検

証する段階で「どんなときにもいえる」ことを演繹的に証明していくのは中学２年「図形」

からである。小学校算数においては、児童の発達段階に合わせて、生活経験や学習活動から

類推的・帰納的に性質を見いだしていくことが多い。またこれを検証する段階でも、類推的

・帰納的な結論を導き出していくことが多い。

しかし、児童は性質を見いだしたり検証する段階で 「正しいのはなぜだろう 「ほかの場、 」

面でも同じことがいえるだろうか」などと考えようとする。検証の際に用いる手段は類推的

・帰納的であっても、これらの態度は演繹的といえる。

本研究においては、主に考えや方法を検証する場面において表れる、児童の『演繹的に考

えようとする態度』を「演繹的な考えの基礎」とする。

【小学校における「演繹的な考えの基礎 】」

 児童にとって明確な根拠＝既習事項 
        （知識･理解、技能、考え方）

 「 こ の 方 法 が 使 え そ う だ 」（ 方 法 に つ い て の 見 通 し ）  

「 こ ん な 結 果 に な り そ う だ 」（ 結 果 に つ い て の 見 通 し ）  

       見 通 す  

 

 「自分の考え でできるかな？」  

解決 する  

 「自分の考えを分かりやすく！」 

「どうしたら分かってもらえるかな？」 

説明する 

 

 

 「本当にこれでいいのかな？」  

確かめる 

 つまり・・・ 

同じように考えると 

 ～だから 

～すれば 

～だったから 

～を使うと 

～と考えると 

 もし～だったら  

じゃあ  

 

 

 
演
繹
的
な
考
え
を
培
う
思
考
の
流
れ 



- 15 -

【演繹的な考えの基礎】

低 学 年 中 学 年 高 学 年

○自分の考えが間違っ ○自分の考えが間違って ○様々な方法で考え、答えが

ていないか確かめる いないか確かめ、他の 正しいことを確かめる。。

解決方法がないか考え ○よりよい解決方法がないか、

る。 考える。

○計算を確実に行い、確かめをする

○具体物等を操作しな ○図や数直線、既習の方法を用

がら、自分の考えを いて自分の考えを説明する。

説明する。

○簡単な絵や図を用い ○図や絵を用いて、自分 ○根拠とした既習事項を明らか

て、自分の考えを説 の考えの正しさを説明 にして、自分の考えの正しさ

明する。 する。 を説明する。

○適切な用語を用いて分かりやすく説明する。

○人の説明を聞いて、 ○既習事項を基に、合っ ○既習事項と照らし合わせて確

答えが合っているか ている理由や間違って かめたことを分かりやすく述、

間違っているか確か いる理由を確かめる。 べる。

める。 ○人の説明を聞いて、自 ○様々な考え、解決方法を比較

、 。分の考えと同じ点や違 し よりよい考え方を求める

う点を確かめる。

○数値や条件を変えて、新しい課題を考えようとする。

○公式の意味を理解し、 ○導き出された結果の一般性に

公式のよさに気付く。 ついて考えようとする。

○公式を導こうとする。

【演繹的な考えを培う用語例】

演繹的な考えが表れる児童の言葉 演繹的な考えを導く教師の発問

「～だから 「～すれば」 「今まで学んだ考え方や方法の中で、使根拠を明らかに 」

「～だったから 「ということは」 えそうなものはありますか？」して、考えを説 」

「～という方法を使うと」 「なぜこのように考えたのですか？」明する

「～と考えると」 「なぜ正しいと分かりますか？」

「もし～だったら」 「数を変えて考えてみましょう」

「では、～だったらどうだろう」 「他の形ではどうですか？」

「同じように考えると」 「いつでも言えますか？」一般性に気付く

「つまり・・・」 「どんなときでもあてはまりますか？」

「どんな○○にもあてはまる」

一
般
性
に
気
付
く

説
明
す
る

解
決
す
る

確
か
め
る
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２ 「演繹的な考えの基礎」を培う手だてと児童の姿

演繹的な考えの基礎は、教師が意図的・計画的に繰り返し指導することでしだいに身に付

いていくと考える。下の表は、演繹的な考えの基礎を培うことを意図して、問題解決学習の

各過程における育てたい児童の姿及び教師の手だてを整理したものである。

学習過程における育てたい児童の姿と教師の手だて】【

◇育てたい児童の姿（評価方法 ・発言例 ○演繹的な考えを培う教師の手だて）

◇既習事項を想起し、解決方法や答えにつ ○既習事項を想起できるようにヒント
見
いて見通しをもつ。 カード等を用意し、児童の学習状況

通
・分かっていることを基に考えよう に応じて提示する。

す
（ 、 ）・この方法が使えそうだ 発言 ワークシート

◇既習の知識や考え方、解決方法を用いた ○問題を解決する過程を表記し、振り
解
り 発展させてたりして問題を解決する 返る時間を設ける。

決
、 。

◇自分の答えが合っているか確かめられる ○答えの正当性や考え方を確かめるよ
す

。

◇よりよい解決方法を考えようとする。 う助言する。
る

（観察 ワークシート）

、 、 、◇根拠を明確にして、自分の考えが正しい ○ノート ワークシート 小黒板等に

ことを説明する。 自分の考え、解決の過程を表記する
説

習慣を付ける。
明
・～だから、正しいことが分かります。

。
す
・～という方法を使うと～になります。 ○解決の道筋を説明する場を設定する

周りの人に→グループの中で→全体の前で
る
・～だったから、･･･ということが分かります。

○既習のどの考え、どの方法を基にし・～ということは、○○ということだから･･･

たのかを明確にするよう助言する。（発言 ワークシート）

◇説明を聞いて、なぜ正しいのか、なぜ間 ○説明から、分かったところと分から

違っているのかが分かる。 ないところを明確にする。
確
◇よりよい方法について考えようとする。 ○説明から「どこがなぜ正しいのか」

か
「 」 。

め
・ どこがなぜ違うのか を明確にするなるほど、～だからこうなるんだね。

○様々な考え方や方法のよさ、共通点
る
・ここは、～だからこのように考えたらどうかな。

を検討するとともに、よりよい考え・ここまでは分かるけれど、ここが分からないな。

方等について考える場を設定する。（発言 観察 ワークシート）

◇条件や数値を変えても使える考え方、方 ○どんな場合でもあてはまる方法かど
一

、 。
般
法か確かめようとする。 うか 確かめようとする態度を養う

◇導き出された結果が、どんな場合でもあ ○考え方の共通点に気付き、一般性に
性
てはまるかどうか、考えようとする。 着目するよう発問を工夫する。

に
○新しく分かったことを活用して解決

気
・どんなときにもあてはまるのかな。

できる問題を設定する。
付
・どんなときにも使える方法かな。

○いつでも使える考え方や方法を学習
く

（発言 ワークシート）

カードにまとめる。
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Ⅴ 実践事例

演繹的な考えは、小学校の段階から、どの領域どの単元においても部分的、局所的に表れ

ている。なかでも、推論の過程を視覚的にもとらえることができる図形の領域においてより

多く表れる。そこで本研究においては 「Ｂ量と測定 「Ｃ図形」領域を中心に、それぞれ、 」

の単元や授業の中で、演繹的に考える場面を意図的に設定した。

この事例は 「三角形の３つの角の大きさの和は 度 「四角形の４つの角の大きさの和、 」180

は 度 「多角形は対角線でいくつかの三角形や四角形に分けられる」といった児童にと360 」

って明確な根拠をもとに、多角形の内角の和を求めるという学習である。自分の考え方を説

明したり内角の和を求める公式を考えたりする過程で演繹的な考えの基礎を培うことをねら

いとした。

１ 単元名 「図形の角の大きさ」

２ 本時の目標

・自分の考えが正しいことを明確な根拠を示して、説明しようとする （関・意・態）。

・多角形の内角の和を、三角形の内角の和や四角形の内角の和を基にして求める （考）。

学習活動と児童の反応 評価（評） 支援（支）
演繹的な考えを引き出す指導の手だて【☆】演繹的な考えの基礎 ○

つ １本時の課題を知る ○三角形や四角形の内角の和を「分

か かっていること（明確な根拠 」）

む 三角形・四角形のひみつを考えましょう として学習を進める。

Ｔ 三角形や四角形の角のひみつは何ですか。 (支)児童の学習状況により、内角の

三角形の角の大きさの和は °です。 和の大きさを学習カードで確認すC1 180

四角形の角の大きさの和は °です。 る。C2 360

分かっていることを基にして、多角形の角

の和を求めましょう

見 三角形と四角形では、角の大きさの和は ○新たな課題を解決するときには、C3

通 °違います。五角形ではさらに ° 今の考え方や方法が使えないか考180 180

す 増えて °になると思います。 えるように助言する。540

四角形の４つの和を求めるときに、対角 (支)見通しがもてない児童には、三C4

線を引いたから、五角形も同じようにすれば 角形や四角形に帰着すればよいこ

できると思う 【☆】 とを助言する。。

どの形でも、対角線を引けば三角形や四 (評)四角形の内角の和を求めるときC5

角形ができるので、三角形の和は °を使 に用いた方法や得た知識を基に多180

えばどんな形でも分かると思います ☆ 角形の内角の和を求める方法を考。【 】

えている。

五～二十角形のうち、それぞれ調べたい ○答えだけでなく、考え方や方法もC

多角形の内角の和を求める。 表記することで、答えが正しいこ

求めた答えが、正しいことを確認する。 とを確認するよう助言する。C

解
決
す
る
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説 五角形に対角線を二本引くと三角形が３ ○「～だから 「～なので」などのC6 」

明 つできます。三角形の３つの角の大きさの和 適切な言葉を用いて説明するよう

す は °なので、 °×３＝ ° 助言する。180 180 540

る 同じ方法で二十角形もできます。対角線 (評)自分の考えを根拠を明らかにしC7

を引くと三角形が 個できるので、 て説明しようとする。18

。 【 】180 18 3240°× ＝ °と分かります ☆

確 Ｔ それぞれの多角形の角の和が何度になる (評)表を見て、共通の考え方

か か、表にまとめてみましょう。 （ °×◇）を見付けられる。180

め 表を見て気付いたことを発表しましょう

る どんな多角形でも、式で表せる。 ○ ×◇を見付けるだけでなく、C8 180

どの多角形も °×◇になっている。 ◇の意味を考えるようにする。C9 180

◇に入る数は、できる三角形の数です。 (支)式の意味が十分ではない児童にC10

対角線を引いていくつ三角形ができるか分 は、多角形を対角線で分け、できC11

かれば、この式が使えます。 る三角形の数を確認する。

一 ◇に入る数は、角の数から２を引いた数にC12

般 なっています。 【☆（一般性 】）

性 百角形でも °×（ －２）で角の大 ○児童全員に対して、 °×（□C13 180 100 180

に きさの和が出せます。 °です。 －２）の理解を図ることが目的で17640

気 どんな多角形でも、角の大きさの和を求め はない。多角形の内角の和は、三C14

付 る場合は、三角形に分けて考えればよいこと 角形の内角の和を基に求められる

く が分かりました。 【☆（一般性 】 ことが理解できれば、演繹的な考）

えの基礎が培われたととらえる。

Ⅵ 成果と課題

＜成果＞

・学習内容や児童が学習を進める際の思考の流れを分析したことにより、学習過程において

演繹的な考えが活用される主な場面や具体的な児童の姿、演繹的な考えの基礎を培う上で

の具体的な手だてを見いだすことができた。

・ ～だから 「～なので」などの用語を用いて自らの考えを説明する指導を繰り返し行っ「 」

たところ、児童は自らの考えの根拠を明らかにして発言することが多くなった。このこと

から、根拠を示す用語を用いて自らの考えを説明する学習を意図的に行うことが、演繹的

な考えの基礎を培うことにつながることが分かった。

＜課題＞

・演繹的な考えを活用して問題を解決する力を更に伸ばすために、児童の実態を踏まえて既

習事項を指導者が明らかにしておくなど、支援の在り方を更に追究していく。

・ 図形」以外の領域においても演繹的な考えを活用して問題を解決する学習内容を明確に「

するとともに、中学校の数学の関連を追究していく。



発表・検討場面における関連付けて考える力の育成（６年分科会） 

 

Ⅰ 主題設定の理由 

  小学校学習指導要領は、豊かな人間性や社会性、国際社会に生きる日本人としての自覚を

育成すること、自ら学び、自ら考える力を育成すること等をねらいとして改訂された。算数

科の改善の基本方針としては、「数量や図形についての基礎的・基本的な知識・技能を習得し、

それを基にして多面的にものを見る力や論理的に考える力などの創造性の基礎を培うととも

に、事象を数理的に考察し、処理することのよさを知り、自ら進んでそれらを活用しようと

する態度を一層育てるようにする。」ということ等が示されている。 

  算数科の改善の基本方針の中に示されている多面的な見方や論理的な思考力、数理的に考

察し、数理的処理のよさを知り活用しようとする態度は、児童が問題解決的な学習を繰り返

し行い、多様な考えの比較を行ったり、よりよい考えを求めたりすること等を通してしだい

に育成されていくと考える。 

問題解決的な学習の各過程について児童の実態を振り返ってみると、課題を把握し、解決

していく場面までは積極的に取組む様子がみられる。しかし、その後の発表・検討場面では、

自分の考えの根拠を明らかにして発表したり、多様な考えを聞いて比較したりしようとする

こと等については、積極性はないと考えられる。本分科会で行った実態調査においても、自

分の考えと友達の考えが同じかどうかを考えている児童は見られるものの、友達の多様な考

えを比べている児童は少ないという傾向がみられた。 

  そこで、多面的な見方や論理的な思考力などを育成するためには、発表・検討場面におい

て、多様な考えを比較し同じ考えをまとめたり、よりよい考えを見付けたりするなど、多様

な考えを関連付けて考える力の育成が必要であると考え、研究主題を「発表・検討場面にお

ける関連付けて考える力の育成」と設定し研究を進めることにした。 

Ⅱ 研究のねらい 

発表・検討場面における関連付けて考える力を明らかにするとともに、それらを育成する

ための手だてを明確にした学習過程を作成する。 

Ⅲ 研究の仮説 

  発表・検討場面に互いの意見を比較したりまとめたりする等の学習活動を位置付け、発問

等を工夫した指導を繰り返し行うことによって、児童は互いの考えのよさに気付くとともに

それらを関連付けて考える力が育つであろう。 

Ⅳ 研究の内容 

１ 発表・検討場面における関連付けて考える力とは 

先行研究を参考に、本分科会では「発表・検討場面における関連付けて考える力」を次の

ようにとらえた。 
・多様な考えを関連付けてとらえる力 

・既習事項と関連付けて考える力 

・生活場面と関連付けて考える力 
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本分科会で行った実態調査の結果から、児童は、友達の考えを何となく聞いていることや、

互いの考えを比べたりまとめたりしようとすることは少ないことが分かった。その理由とし

ては、児童が、多様な考えを関連付けてとらえる必要性を感じていないことやどのようにま

とめればよいか分からないことなどが挙げられる。そこで、本研究では、関連付けて考える

３つの力の中から、発表・検討場面で活用する「多様な考えを関連付けてとらえる力」の育

成に焦点をあて、具体的な指導の工夫を中心に研究を進めていくこととした。 
 

２ 多様な考えを関連付けてとらえる活動を通して育てたい数学的な考え方 

  数学的な考え方は、それぞれの問題解決に、必要な知識や技能に気付かせ、知識や技能を

導き出す力のことである（参考文献 片桐重男著「新版 数学的な考え方とその指導第１巻

数学的な考え方の具体化と指導」（明治図書出版））。  

問題解決の際に、自らがどういう考え方をすればよいか気付き、それらを選択する力を育

てるために、発表・検討場面での多様な考えを関連付けてとらえる活動を通して、ア 統合

的な考え方、イ 一般化の考え方、ウ 記号化の考え方を中心に育てていこうと考える。 

ア 統合的な考え方 

多くの事柄を個々ばらばらにしておかないで、より広い観点から、それらに本質的な共

通性を見いだし、同じものとしてまとめていこうという考え方である。多様な考えを比べ

てまとめたり、新しいものを取り入れて発展的な見方をしたりすることで育つ。 
イ 一般化の考え方 

問題解決で、一般的な法則を見いだし、これを用いて、解法の一般性を求めていこうと

する考え方である。多様な考えを比べ、いつでも言えることを考えていくことで育つ。  

ウ 記号化の考え方 
記号に表していこうとする考え方と記号化されたものを読んでいこうとする考え方であ

る。多様な考えを整理し、簡潔、明確に示そうとしていくことで育つ。 
 

３ 多様な考えを関連付けてとらえる力を育てるために 

(1) 多様な考えを関連付けてとらえる力を育てる指導のねらい 

児童は、多様な考えを用いて自力解決を行う。それは、児童一人一人が多様に考え解決を

する場合や学級全体として多様に解決をする場合など、学習する内容や児童の実態に応じて

様々である。いずれにしても、算数科では、解決に用いられた多様な考えをどのように扱い

まとめていくかなどを明確にすることが重要である。そこで、１時間の授業の中で、多様な

考えを関連付けてとらえる上での指導のねらいを明確にするために、多様な考えの関連のと

らえ方を 21 ページの表１のように３つのパターンに分類し、それらにあてはまる学習内容
を整理した。 
多様な考えを関連付ける力を育てるための具体的な手順としては、まず、単元のねらいや

学習内容を分析し、児童の既習の学習状況から反応をあらかじめ予測することが必要である。

次に、予想される児童の考えが表１のどのパターンにあてはまるかを明らかにした上で、単

元の指導計画及び展開を工夫し、指導のねらいを明確にすることが必要である。 
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表１：多様な考えの関連のとらえ方と主な学習内容の例 

イ

（Ａ

児童

多様

生か

学習

（第

習内

 
(2

く

け

 

よ

と

小

比

 

 
パ タ ー ン １ 
それぞれのよさを考える。 

パ タ ー ン ２ 
よりよい考えを求める。 

パ タ ー ン ３ 
一 つ に ま と め る 。 

メージ図 
 Ｂ Ｃ

は 
の考え） 

 
 
Ａ  Ｂ  Ｃ 

    Ａ 
 
    Ｂ 
 
    Ｃ 

     
Ａ  Ｂ  Ｃ 
   

 
◎ 

な考えの 
し方 

見方によって求め方

が違うなど、これ以上ま

とまらない考えの、それ

ぞれのよさを分かり合

う学習 

簡単に計算できる方

法を考えるなど、それぞ

れの考えの長所や短所

からよりよい考えを見

付ける学習 

いくつかの考えから

公式を導くなど、それぞ

れの考えの共通点を見

付け、一つにまとめる学

習 

内容の例 
６学年の学

容から） 

「体積」 
・複合図形の体積を求め

る。 
・およその体積を求める。

「分数のかけ算わり算」 
・約分を使ったり、まと

めて計算したりする。 
 

「比」 
・比の意味や等しい比を

見付ける。 
「分数のかけ算わり算」 
・分数÷分数の計算の仕

方を考え、まとめる。 

関連のとらえ方 

) 多様な考えを関連付けてとらえる活動を促す学習過程 

友達の考えを理解するとともに、多様な考えを生かし、関連付けてとらえる力を育ててい

ために、発表・検討の場面を以下の５つの過程に細分した。そして、それぞれの過程にお

る発問例を 22ページの表２に示した。 
①自分の考えを、理由をはっきりさせながら説明する。 
②友達の考えを理解し、その方法に誤りがないかを考える。 
③考えの共通点・相違点を見付け整理する。 
④整理された考えの特徴やよさに着目し、単元のねらいに迫るよさを追究する。 
⑤自分なりに考えを整理する。 

上の５つの過程と表１の多様な考えの関連のとらえ方を踏まえ、発問等を工夫することに

って、関連付ける視点が児童にとって明確になる。このことが、多様な考えを関連付けて

らえる力の育成につながると考える。 
また、発表・検討の場面では、多様な考えの関連のとらえ方に応じたまとめができるよう、

集団による検討の場を効果的に取り入れる。この活動は、自分の考えを基に友達の考えを

較しながら理解できるので、多様な考えを関連付けてとらえる力が育つと考えられる。 
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表２：発表・検討場面の５つの学習過程における発問例と児童の姿 
 パターン１ 

それぞれのよさを考える。 
パターン２ 
よりよい考えを求める。 

パターン３ 
一つにまとめる。 

過程 発問例：Ｔ 関連付けようとする児童の姿  
①考えを

分かり

やすく

発表す

る。 

Ｔ自分の考えを

分かりやすく

発表しよう 

Ｔ根拠を明らか

にして発表し

よう 

○～だから～になりました。 
○前にやったことを利用して～のようにしました。 
○～のようにしました。なぜなら～だからです。 
○～のようにやろうとしたけど、うまくいきませんで

した。 発

表 
②友達の

考えを

理解す

る。 

Ｔみんなの考え

が正しいかど

うか考えよう 

○～は～が違うので、～した方がいい。 
○～にこういう言葉を付け足すと分かりやすい。 

③考えの

共通点

や相違

点を見

付ける。 

Ｔ考えの似てい

るところや違

うところを探

そう 

Ｔ似たところを

まとめよう 

○ＡとＡ’の意見は似ている。 
○ＡとＡ’は、表し方が違うが同じ考えだ。 
○ＡとＣはかき方が似ているが、考えは違う。 
○Ａを図にするとＡ’になっている。 
○前に学習したことを利用している。 
○ Ａ’を利用するとＡが説明しやすくなる。 
○～のようだから～方式と名付けると分かりやすい。 

検

討 
④よさを 
追究す 
る。 

 

Ｔそれぞれの考

えのよさにつ

いてまとめよ

う 

Ｔそれぞれの考

えのよいとこ

ろはどこです

か？ 
○Ａは～のよさ

がある 
○Ｂは～やすい 

Ｔよりよい考え

は、どれです

か？ 
 
○Ａはいつでも

できる 
○Ｂは確実だけ

ど大変 
○Ｃは特別 

Ｔ考えを整理し

よう 
 
 
○ＡとＢとＣ 
は一つにまと

めて言うこと

ができそうだ 

○それぞれの考

えによさがあ

る 

○Ａは一番分か

りやすい 
○まとめると◎

になった 
ま

と

め 

⑤自分な

りに考

えを整

理する。 

Ｔ今日の学習を

振り返ろう 

○ 今日は～することでできた  
○ 次は～を使ってみたい 
○ 友達の考えを聞いて、よさに気が付いた 

関連のとらえ方

学習過程や発問例 

よさの例・・・簡単、はやい、確実、どんなときでも使える、便利など 
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Ⅴ 実践事例 
 単元名 「体積」 第４時（複合図形の体積の求め方） 

(1) ねらい 

・既習事項を生かして複合図形の体積を求めることができる。（表・処） 
・解決に活用したそれぞれの考えのよさについて考える。（考） 
(2) 展開 

学習

過程 
主な発問と予想される児童の反応 

（☆：関連付けて考える力を育てる発問） 
◇指導上の留意点 
＊評価 □支援 

課

題

把

握 

 
 
 
 
 

見

通

し 

Ｔ１ どう

   どう

   ・図

   ・大

   ・形

自

力

解

決 

Ｔ２ 解決

   どん

よう

Ｃ１ 
図形を縦

切り、２

の直方体

体 積 を

め、後か

足す考え

（縦切り方式

 

発

表 
①考えを

りやす

表する。

②相手の

を理解す

 

 

 
 

ら

）

分

く

考

４ 
12

階段のようになっている形の体積を求めよう 
やった

してそ

形を 2
きな直

の向き

してい

な考え

にして

に

つ

の

求

、

。

 

Ｃ２

図形

切り

の直

体

め、

足す

（横

か

発

 
え

る。 

Ｔ

Ｔ

1

８ 
ら

う

つ

方

を

き

で

お

 

積

後

切り

３

４

0 
で

し

に

体

変

ま

解

き

を

、

方

考

 
５

６ 
きそ

よう

分け

と考

えて

しょ

決し

まし

横に

２つ

体の

を 求

から

え

方式）

 ど

人

☆自

て

ろ

うか、考えましょう。 
と思ったか理由を書きましょう。 
、後で足す 
え、後で引く 
考える 

＊面積の学習や前

時の学習を利用

しようとしてい

る。（ノート） 

う。 
たのか、みんなに分かりやすく説明できる

ょう。 

、

。

 

Ｃ３ 
図形を縦と

横に切り、

３つの直方

体を求め、

後から３つ

を 足 す 考

え。（３つ切り

方式） 

Ｃ４ 
大きな直方

体を求め、

そこからへ

こんだ部分

を ひ く 考

え。 
（引き算方式） 
 

Ｃ５ 
図形の向き

を変え、底

面が複合図

形の柱体と

して見る考

え。 
（向き変え方式） 
 

□見通しがもてな

い場合には、実

物を提示した

り、既習事項を

考えるよう助言

したりする。 
 
 
＊既習事項を生か

して複合図形の

体積を求めてい

る。（ノート） 
 

んな考えで解決したか、理由も加えて他の 
に分かるように発表しましょう。 
分の考えと似たところ、違うところについ

考えながら聞きましょう。考えのよいとこ

を見付けながら聞きましょう。 
（Ｃ１～Ｃ５の発表） 

□聞いている児童

が分かりやすい

ように、見通し

で考えたことか

ら発表するよう

助言する。 

３ 
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 Ｃ６ 私とは違う（同じ）考えだ。 
Ｃ７ 自分は考えつかなかったけど、よく分かった。 
Ｃ８ 直方体の体積の求め方を利用している。 
Ｃ９ 式を一つにすると簡単になる。 

集

団

検

討 
 
 
 
 
 
 
 
 
小

集

団

検

討 
・

ま

と

め 

③考えの共通

点・相違点を

考える。 
 
 
 
 
 
 
 
④よさを追究

する。 
 
 
 
 
 
⑤自分なりに

考えを整理

する。 

Ｔ５☆似ている考えはありますか。 
Ｃ10 Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３は、切るということでは、
考えは同じだ。 

Ｃ11 Ｃ１とＣ２は似ているけど分け方が違う。 
Ｃ12 これ以上はまとまらない。 
Ｃ13 Ｃ１は横切り方式と名付けよう。 
Ｔ６ 複雑な体積の求め方をまとめましょう。 
① 直方体に分けて、あとで足す。 
② 大きな直方体から小さな直方体を引く。 
③ 見方を変えて考える。 

Ｔ７☆次のような形の体積を求めるには、どの考え

を使うとよいでしょうか。理由も書きましょ

う。 
                 
 
 
 
Ｃ14 凸型は横に切ったらすぐできる。 
Ｃ15 3段階段だったら分けて足すといい。  
Ｃ16 コの字は大きな直方体から小さな直方体を
引くと簡単。 

Ｔ８ 今日の学習をノートにまとめましょう。 

 
 
 
 
 
◇考えを簡潔にす

るために名前を

付ける。 
 
 
＊多様な考えのよ

さについて考え

ている。 
（ノート） 
◇多くの児童が自

分の言葉でよさ

を整理するため

に小集団指導を

行う。 

Ⅵ 成果と課題 
＜成果＞   

・発表・検討の場面の中で、多様な考えの関連のとらえ方と学習過程を具体的にしたことに

より、多様な考えのまとめ方が明確になり、適切な発問や支援に結び付いた。 
・多様な考えを関連付けてとらえる活動を繰り返し指導したことにより、「これはいつでも使

える。」「これは、○○のときは、便利だ。」などの発言が増え、解決に活用した考えのよさ

について考えようとする態度が育ってきた。 
＜課題＞  

・児童の実態、学習集団の編成に応じて発表・検討の方法及び学習形態の工夫等を更に考え

ていく必要がある。 

・関連付けて考える力を明らかにした指導計画や多様な考えを引き出すことに有効な課題を

開発する。 
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平成１６年度 
教育研究員名簿（算数） 

 
分科会 地 区 学 校 名 氏 名 

杉 並 区 杉 並 区 立 桃 井 第 五 小 学 校 ◎ 畔 柳  信 之 
葛 飾 区 葛 飾 区 立 高 砂 小 学 校  森  由 子 
江 戸 川 区 江 戸 川 区 立 西 一 之 江 小 学 校  松 下 由 紀 子 
府 中 市 府 中 市 立 府 中 第 四 小 学 校 ○ 古 林  香 苗 
東久留米市 東 久 留 米 市 立 下 里 小 学 校  内 田 か ほ 里 

少
人
数
等 

西 東 京 市 西 東 京 市 立 田 無 小 学 校  大 塚  惠 子 
港 区 港 区 立 本 村 小 学 校  高 嶋  英 視 
大 田 区 大 田 区 立 赤 松 小 学 校  麦 島  明 子 
豊 島 区 豊 島 区 立 さ く ら 小 学 校 ○ 伊 藤 は る み 
足 立 区 足 立 区 立 花 畑 小 学 校  大 江  直 子 
日 野 市 日 野 市 立 日 野 第 六 小 学 校  村 瀬 真 紀 子 

３
・
４
年 

稲 城 市 稲 城 市 立 稲 城 第 四 小 学 校  岡 本 か お り 
墨 田 区 墨 田 区 立 第 二 寺 島 小 学 校  前 田  文 子 
江 東 区 江 東 区 立 豊 洲 小 学 校  山 田 美 菜 子 
品 川 区 品 川 区 立 清 水 台 小 学 校  立 川  晶 
板 橋 区 板 橋 区 立 志 村 坂 下 小 学 校  坂 本  薫 
八 王 子 市 八 王 子 市 立 第 八 小 学 校  橋 元  智 美 

５
年 

青 梅 市 青 梅 市 立 霞 台 小 学 校 ○ 藤 沼  俊 成 
文 京 区 文 京 区 立 誠 之 小 学 校  相 原  玲 奈 
世 田 谷 区 世 田 谷 区 立 山 崎 小 学 校  桑 田 亜 貴 子 
世 田 谷 区 世 田 谷 区 立 深 沢 小 学 校 ○ 田 村  諭 
荒 川 区 荒 川 区 立 第 四 峡 田 小 学 校  梶 野 智 江 子 
練 馬 区 練 馬 区 立 中 村 小 学 校  曾 我  泉 
立 川 市 立 川 市 立 上 砂 川 小 学 校  大 谷  利 枝 

６
年 
利 島 村 利 島 村 立 利 島 小 学 校  高 橋  宏 幸 

◎全体世話人 ○分科会世話人 
（担当）東京都教職員研修センター指導主事 栗原 宏成 
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